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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本工作機械工業会

（JMTBA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を制定すべ

きとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS B 0955 規格群（工作機械－環境評価）は，次に示す部で構成する。 

JIS B 0955-1 第 1 部：エネルギー効率の高い工作機械の設計手法 

JIS B 0955-2 第 2 部：工作機械及びその構成要素に供給されるエネルギーの測定方法 

JIS B 0955-3 第 3 部：金属切削工作機械のエネルギー効率に関する試験の原則 
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序文 

この規格は，2020 年に第 1 版として発行された ISO 14955-3 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

工作機械は，産業ですぐに使える完成品又は半完成品の製造に使用される複雑なシステムである。工作

機械の性能評価は，設備投資の重要なデータとして，用途によって影響を受ける経済価値，技術仕様及び

運転条件に関して多面的である。したがって，同じ工作機械でも加工する部品及び運転条件によって供給

されるエネルギーは全く異なるものになる。そのため，工作機械の環境評価は，これらの考慮事項と切り

離して考えることはできない。 

JIS B 0955-1:2020 は，手順を統一することを意図して，機能単位に基づいた工作機械の分析及び評価手

順を定義している。JIS B 0955-1:2020 は，工作機械のエネルギー挙動並びに個々のエネルギー及び／又は

効率の弱点を定義し評価するために，簡略化され，かつ，一般的な評価が可能なようにしている。 

JIS B 0955-2:2021 は，工作機械及びその構成部品の測定に必要なパラメータ及び手順を定義している。

これには，工作機械のエネルギー挙動の評価に関連する必須パラメータが含まれている。 

JIS B 0955 規格群は，工作機械の使用段階に関連する環境影響を扱っている。この規格は，工作機械の

設計及び技術以外の，工作機械の使用段階におけるエネルギー効率の評価方法について扱っている。 

1 適用範囲 

この規格は，JIS B 0955-1:2020 に基づく省エネ設計方法，及び JIS B 0955-2:2021 で定義された工作機械

及びその構成要素に供給されるエネルギーの測定方法を補完する。この規格は，加工工程表に基づいた使

用段階における工作機械の環境評価について規定する。この規格では，金属切削工作機械（以下，工作機

械という。）の例を記載している。 

この規格は，工作機械のエネルギー評価を行い，かつ，工作機械の設計へのエネルギー効率の側面の統

合を行うための個々の工作機械の加工工程表に基づいて，関連する工作機械運転状態を評価する方法論的

アプローチについて定義している。 


